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国立モンゴル医科大学看護学部 との交流拡充のための視察

名古屋市立大学看護学部
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脇 本 寛 子,樋 口 倫 代

名古屋市立大学は、2014年3月 に国立モ ンゴル医科大

学と大学間交流協定を締結 している。看護学部でも、学

生交流プログラムをはじめとして教員間の共同研究の推

進を行うべ く、その具体的な日程や内容、方法について

の話 し合いを行う方針である。

そ の た め に 、9月27日 か ら30日 にか けて 視 察 を 行 った

ので、その概要を下記に報告する。

I　 国立 モンゴル医科大学看護学部 との

交流の実績

名古屋市立大学は、2015年3月 に国立モ ンゴル医科大

学と大学間交流協定 を締結 した。看護学部 としては、

2015年 に国際交流委員会の金子典代准教授が国立モ ンゴ

ル医科大学看護学科を訪問 し、本学との強い交流開始へ

の 希 望 を 確 認 した 。2016年11月 に は、 本 学 が 国 立 モ ンゴ

ル医科大学看護学部教員2名 を招へいし、 日本の看護、

保健医療について視察機会を提供すると同時に、セミナー ・

講義を通 じて教員間交流の推進を図った。

今回は、次年度より実施する予定の国立モ ンゴル医科

大学看護学部との短期留学プログラムの具体的な内容等

に つ い て 話 し合 う と と も に、 学 生 が モ ンゴル に留 学 した

際の経験可能なプログラムと滞在先の確認を行 うために、

9月27日 から30日 にかけて山口講師と鳥田准教授がモ ン

ゴル へ 赴 き視 察 を 行 った 。

Ⅱ　目 的

1.学 生間の国際交流

名古屋市立大学看護学部、国立モ ンゴル医科大学看護

学部の相互の学生の交換研修を通 じて、相互の国の看護

や公衆衛生活動に関する知識を深めること、異文化コミュ

ニ ケ ー シ ョ ン能 力 を 向 上 させ る こ とを 目的 と して い る。

交流を通 じて、将来的にはモ ンゴルの優秀な国費留学生

を受け入れる基盤を整えることも視野に入れている。

2.研 究者間の国際共同研究

名古屋市立大学看護学部が、国立モ ンゴル医科大学看

護学部を含むモ ンゴル国内の研究機関との共同研究の推

進を実現することである。今回の訪問では、本学の教員

の関心領域(母 子保健等)に 関する研究課題について領

域が近い教員と協働できる可能性を模索する。

Ⅳ　モ ンゴル の看護 につ いて

1.病 院 の 様 子

大 学 附 属 病 院 が 建 設 中 で あ った た め に、 ウ ラ ンバ ー ト

ル 市 内 で 最 も大 き な病 院 の 一 つ で あ るMaternity and

Child Health Hospitalを 見 学 した 。 医 療 機 器 は 比 較 的

新 しい もの が 使 用 され て い るが 、 建 物 とベ ッ ドな どの 備

品 は旧式 で あ る。 日本 な らデ ィス ポ ーサ ブル の器 材 で も、

こ こで はデ ィ ス ポ ーサ ブル の 器 材 は少 な く、 多 くは消 毒



して再使用するタイプの器材が使用されている。プライ

バシーに関する意識は低 く、病室内が廊下か ら見えるよ

うな構造であったり、子ども同士が同 じベ ッドで休んだ

りしている場面も見られた。

ここは学生の見学や実習参加も可能であることが確認

できた。今後の発展が期待される国のなかで多い疾患や

提供される看護のありようを学び、日本の最先端の医学

とその看護との共通点や相違点を学ぶには、大変興味深

い施設である。

2. コ ミ ュニ テ ィに お け る 公 衆 衛 生 活 動

Dr.Narulaに よ る情 報 提 供 に よ り、 モ ン ゴ ル 国 内 で

求 め られ る公 衆 衛 生 活 動 につ い て 知 る こ とが で きた 。

ウランバートル都心部は、大気汚染がひどく車が多い

ために常 に渋滞 している。MNUMSで は、成人向けの

公衆衛生看護活動としてフラッシュモブ(ダ ンス)を 取

り入れたエクササイズを行っている。

郊外は、衛生状態が悪 く、飲用水と下水道の区別が曖

昧な地域もあり、乳幼児は未だ感染症で命を落とすこと

も多い。

V 国立 モンゴル医科大学看護学部 の

看護学教育 について

1. 看 護 学 部 の コー ス に つ い て

看護師、助産師、理学療法士、作業療法士、放射線診

療技師のコースがある。助産師コースは助産師資格取得

のための4年 間の専門コースで年間20名 程度養成する。

看護について4単 位修得す るが、看護師の免許は取得で

きない。

学 生 数 は、 看 護 学 部 生 は1,200名 で 、 うち1,000名 が 看

護 学 科 で あ る。1学 年 は300名 程 度 で 今 年 は500名 が卒 業

した 。

看護の専門分野 ：公衆衛生看護、高齢者、小児、成人、

基礎である。一方、教員は半数が医師である。ただ し、

モ ンゴルでは看護師の経験を経て医師になるコースもあ

る。医師などが看護教員になるためには、特別に看護に

ついての講習を受け就任する。

2. 看護学部の教育について

技 術 ラ ボ(実 習 室)は2008年 にオ ープ ン した 。 専 任 の

技 師 が2名 常 駐 し、保 全 管 理 、 物 品管 理 、 シ ミュ レー タ ー

の 設 定 等 を 行 って い る。 実 際 の 授 業 は教 員 が 実 施 す る。

カ リキュラム全体が未完成の状況で、教員が教授方法

や授業構成を模索 している段階である。本学にカリキュ

ラム構成や授業内容についての情報提供を してほしいと

いう要望があった。看護技術は 「Millerの ピラミッド」

を活用 して評価 している。

3. 学 事 日程 に つ い て

新年 度 は9月 に開講 す る。5月 は定 期試 験 が あ る。7-

8月 は夏休みで、学生教員共に郊外に帰省するために不

在にしていることが多い。

学事 日程 と気候を考えると、学生交流プログラムは9

月前後が妥当ではないかと考え られる。

V 学生交流 プログラムと今後 の展望

学 部 長 で あ るDr.Naranbaatarと の 話 し合 いで 、 今

後 プ ロ グ ラ ムを 推 進 して い くこ とで 合 意 を 得 た 。

1. 本学学生の国立モンゴル医科大学への派遣について

訪問時期は7-8月 以外(夏 休み)で あればいつで も

可能である。滞在期間は、学生であれば1～2週 間 くら

い、教員は1週 間 くらいで、受け入れ可能人数は学生3

名(学 部生、院生 とも可)、 教員は1名 である。教員は

基礎看護学、小児看護学の教員をという希望があった。

プ ロ グ ラ ムの 内 容 につ いて 、 学 生 に は授 業 参 加 、 病 院

見 学 が 可 能 で あ る。 教 員 は講 義 、 演 習 、 実 習 の 組 み 立 て

や 展 開 につ いて デ ィ ス カ ッシ ョ ンを した い と い う希 望 が

あ った 。

プ ロ グ ラ ム中 は大 学 寮 に滞 在 で き る。 寮 は大 学 か ら約

4km離 れ た と こ ろ にあ り、 大 使 館 や 政 府 関 連 の 施 設 が 多

くあ る地 域 で あ る。 治 安 は問 題 な さそ うで あ る。 滞 在 中

の バ ス代 ・タ ク シ ー代(プ リペ イ ドタ ク シ ー)に つ いて

は準 備 して も らえ る。

そ の 他 、 食 事 や ホ ー ム ス テ イ先 な ど も必 要 に応 じて 準

備 で き る との こ とで あ った 。 言 語 は モ ンゴル 語 、 日本 語

可 能 な 学 生 ・教 員 が 多 くお り、 問 題 な い。

2. 国立モンゴル医科大学学生の本学への派遣について

Dr.Naranbaatarよ り、派遣時期はいつでも可能で

あり、期間は1週間かそれ以上でもよいというご意見だっ

た。人数 は本学が提示する4名で、かつ日本語ができる

学生を派遣する。対象は学部生、院生とも可能である。

ただ し、学生派遣の際は教員が引率する規則となってい

るため、教員1名 が同行する。その場合は、本学が招へ

いするのは小児看護学と公衆衛生看護学の教員としてほ

しいとの要望があった。

渡航費は、国立モンゴル医科大学学生が自己負担でき

る可能性がある。

3. 今 後 の スケ ジ ュー ル

国立モ ンゴル医科大学とは2018年 度(平 成30年 度)か

ら学生 ・教員の交流を開始 したいということで合意を得

ている。2018年 度(平 成30年 度)に は本学が受け入れ、

2019年 度(平 成31年 度)に は、本学学生を派遣する予定

である。

プ ロ グ ラ ム実 現 の た め に早 々 に事 業 の 実 施 計 画 に関 す

るMOU(Memorandum of Understanding)を 文 書

にて 取 り交 わ す 必 要 が あ る。



VI謝 辞

今回の視察及びプログラムの推進にあたっては、名古

屋市立大学特別研究奨励費の助成を得て実施 している。

実 習 室 の 様 子

本学が使用 しているもの と同様 の最新の シミ ュレー ター やモデル

人形も ある。 しか し、べ ビーモデルや助産 のモデル は非常 に古 いも

のが使用されていた。

演習 は、小 グループ に分 かれて全員が経験 できるよ うに組 まれて

いる。



講 義 の 様 子

本学 の紹介 を学部 生 の講

義の中で行 った。

講義 はモ ンゴル語 の通 訳

を介 して行 ったが、 学生 の

中 には 日本語 が理 解で きる

学生 いた。 日本 に留学 する

ことに関心 を寄 せる学生 が

多数 お り、 具体 的な留 学 に

関する質問も活発に出た。
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